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梅雨
つ ゆ

のきせつ 夏
なつ

かぜにかかっています！ 

～気温
き お ん

が低
ひく

かったり、むし暑
あつ

かったり～ 

雨の日が続いてなかなか外であそぶことができません。梅雨の合間をみはからって、 

あみをもってうら山に行く子ども、ラケットやボールをかりて運動場に走っていく子どもの 

姿がみられます。あせをかきながら、あそんでいる姿をみていると、「げんきがいいなあ～」と

感心しています。外にいくときは、黄帽をかぶり、あそんだあとは、のどがかわかなくてもこ

まめに水分をとって、熱中症をふせぐことがだいじです。すずしいときも、学校にはお茶や麦

茶、水（塩分を補給するためにも塩をひとつまみ入れるのがいいです）をもってきましょう。

健康給食委員会では「熱中症に気をつけよう」の全校放送を予定していますので楽しみにして

いてください。 

また、７月になってから、急に涼しくなったかと思うとむし暑かったりして気温の変化が、

はげしいです。欠席する人が増えており、症状は、「高熱」「のどがいたくて、ぶつぶつが出た」

「せきがでる」「胃腸かぜ」です。６年生では、おたふくかぜにかかった人もいました。幼稚園

でも夏かぜが流行っているときいています。夏には右のような感染症が多くみられますので、

基本的な「手あらい・うがい」を心がけるようにしましょう。 

 

 

 

夏によくなる感染症 
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